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法人会は「健全な経営・正しい納税・社会に貢献」をテーマに活動する経営者の団体です

法人ニュース

法人会
広　報 2022.11月号

税
を
考
え
る
週
間
に

法
人
会
か
ら 

令
和
５
年
度
税
制
改
正
へ
の
提
言
！

特 集

めざします。「みんなの法人会」
公益社団法人 栗原法人会　URL : https://kuri-ho.com

 企業リレー［　　　　　］毎号表紙を飾っていただくの
は各企業の社員さんです。

株
式
会
社 

ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
あ
さ
の

代
表
取
締
役
　
浅
野
　
　
淳

　
当
社
は
１
９
６
４
年
（
昭
和
39
年
）
浅
野
花
卉
と

し
て
創
業
し
、
シ
ク
ラ
メ
ン
の
栽
培
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
そ
の
後
１
９
６
６
年
（
昭
和
41
年
）
正

月
飾
り
し
め
縄
部
を
設
立
、
翌
年
に
は
今
の
基
盤

と
な
る
造
園
部
も
立
ち
上
げ
今
に
至
っ
て
お
り
ま

す
。
私
は
、
奈
良
の
天
理
市
で
造
園
業
の
修
業
を
し
、

１
９
８
９
年
（
平
成
元
年
）
に
地
元
に
戻
り
家
業
を

継
ぎ
、
個
人
庭
園
、
公
園
施
工
等
々
の
仕
事
を
中
心

に
地
道
に
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。

　
花
が
好
き
な
創
業
者
で
あ
る
先
代
は
１
９
９
５
年

（
平
成
７
年
）
金
成
（
有
壁
）
に
グ
リ
ー
ン・シ
ョ
ッ

プ
あ
さ
の
を
開
店
し
、
現
在
も
憩
い
の
場
と
し
て
楽

し
ん
で
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
時
代
の
変
化
に
伴
い

造
園
の
ス
タ
イ
ル
も
変
わ
り
、
当
社
も
和
風
庭
園
、

洋
風
庭
園
は
も
ち
ろ
ん
施
工
し
ま
す
が
、
外
構
工

事
（
エ
ク
ス
テ
リ
ア
工
事
）、
映
画
や
大
河
ド
ラ
マ

又
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ビ
デ
オ
の
オ
ー

プ
ン
セ
ッ
ト
な
ど
、
仕
事
の
依
頼
も
来
る
よ
う
に
な

り
様
々
な
事
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
て
い
ま
す
。
又
、

こ
れ
か
ら
の
時
期
11
月
、12
月
に
は
、正
月
飾
り
（
し

め
縄
）、門
松
の
生
産
が
ピ
ー
ク
と
な
り
、12
月
い
っ

ぱ
い
忙
し
い
日
々
と
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
我
々
業

界
も
後
継
者
不
足
等
々
の
問
題
が
あ
り
、
同
業
者
も

年
々
減
っ
て
き
て
い
る
状
態
の
中
２
０
２
１
年
（
令

和
３
年
５
月
）「
株
式
会
社
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
あ
さ

の
」
に
社
名
を
変
更
し
、
世
の
中
の
流
れ
に
対
応
出

来
る
よ
う
、
日
々
模
索
し
な
が
ら
努
力
を
し
て
い
ま

す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、「
家
庭
」
の
字
の
如
き
、

家
に
は
庭
あ
る
べ
き
も
の
、
そ
し
て
、
緑
化
事
業
を

通
じ
て
環
境
問
題
等
、
微
力
な
が
ら
社
員
一
同
、
社

会
に
貢
献
で
き
る
様
頑
張
り
ま
す
の
で
、
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

営
業
品
目
：
庭
・
公
園
工
事
一
式
・
住
宅
外
構
工
事

一
式
・
墓
石
工
事
一
式
・
庭
園
用
植
木
・
石
材
各
種
・

生
花
一
般
・
鉢
物
一
般
・
正
月
用
し
め
飾
り
生
産
・
卸
。

　
〒
９
８
９ｰ

５
３
２
１

　
宮
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栗
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市
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栗
原
二
枚
橋
16

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
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２
２
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４
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３
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６
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Ｆ
Ａ
Ｘ
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４

●企業リレー　●活動レポート 令和４年８月～10月
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私
た
ち
法
人
会
は
令
和
５
年
度
税
制
改
正
に

お
い
て
、
そ
の
実
現
を
望
む
税
制
提
言
を
ま
と

め
ま
し
た
。

　
法
人
会
が
設
立
さ
れ
て
か
ら
70
有
余
年
、
毎

年
欠
か
さ
ず
、
私
た
ち
中
小
企
業
の
声
を
全
国

か
ら
集
約
し
、
政
府
は
じ
め
関
係
諸
官
庁
に
税

制
改
正
へ
の
提
言
を
続
け
、
こ
れ
ま
で
多
く
が

実
現
を
み
て
き
て
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
は
取
り
も
直
さ
ず
、
自
主
申
告
納

税
制
度
の
下
で
の
健
全
な
納
税
者
団
体
、
公
益

団
体
と
し
て
の
真
撃
で
建
設
的
な
姿
勢
で
の
提

言
で
あ
る
こ
と
の
証
左
で
す
。

　
提
言
冒
頭
で
は
、
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）

の
２
倍
以
上
に
ま
で
膨
ら
み
続
け
る
長
期
債
務

残
高
は
我
が
国
の
将
来
を
制
約
す
る
国
家
的
課

題
と
し
て
、
速
や
か
に
財
政
健
全
化
へ
の
道
を

歩
む
工
程
表
を
策
定
し
、
財
政
健
全
化
に
取
り

組
む
こ
と
を
強
く
訴
え
ま
し
た
。

　
加
え
て
、
我
が
国
は
人
口
減
や
少
子
高
齢
化

が
最
速
で
進
展
す
る
と
い
う
構
造
的
な
問
題
を

抱
え
て
お
り
、
財
政
健
全
化
へ
の
取
り
組
み
が

急
務
で
あ
る
と
の
危
機
感
を
強
く
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
２
年
以
上
に
わ
た
る
コ
ロ
ナ
対
策
で

財
政
出
動
し
た
１
０
０
兆
円
に
近
い
財
源
の
借

金
返
済
に
つ
い
て
は
先
進
国
の
多
く
が
債
務
返

済
計
画
と
と
も
に
実
行
に
移
し
て
い
る
よ
う
に
、

我
が
国
も
早
急
に
具
体
的
方
策
を
策
定
し
て
実

行
に
取
り
組
む
こ
と
を
強
く
求
め
て
い
ま
す
。

　
と
く
に
法
人
会
は
、
赤
字
国
債
発
行
で
対
応

し
た
コ
ロ
ナ
対
策
費
は
、
少
な
く
と
も
将
来
世

代
に
ツ
ケ
を
回
さ
ず
に
、
現
役
世
代
で
解
決
す

べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
、
対
応
策
と
し
て
、
政

府
保
有
株
式
売
却
や
東
日
本
大
震
災
で
の
復
興

計
画
に
用
い
ら
れ
た
よ
う
に
税
な
ど
を
財
源
と

し
た
解
決
策
が
望
ま
し
い
と
建
設
的
に
提
案
し

ま
し
た
。

　
一
方
、
我
が
国
は
持
続
可
能
な
社
会
保
障
制

度
も
危
ぶ
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
解
決
の
た
め
に

我
が
国
本
来
の
「
中
福
祉
・
中
負
担
」
を
目
指

し
た
税
財
政
改
革
に
速
や
か
に
取
り
組
み
、
持

続
可
能
な
社
会
保
障
制
度
の
構
築
と
財
政
健
全

化
の
両
立
を
目
指
す
こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
財
政
健
全
化
の
上
か
ら
も
徹
底
し

た
行
政
改
革
も
不
可
欠
で
、
国
や
地
方
の
取
り

組
み
は
遅
々
と
し
て
お
り
、
国
民
の
不
満
と
不

信
感
は
高
ま
っ
て
お
り
、
政
府
と
議
会
は
「
隗

よ
り
始
め
よ
」
の
精
神
で
自
ら
身
を
削
る
な
ど

の
徹
底
し
た
行
政
改
革
に
取
り
組
め
と
強
く
訴

え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
中
小
企
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
２

年
に
も
及
ぶ
コ
ロ
ナ
禍
、
そ
し
て
足
元
で
は
円

安
進
展
や
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
で
エ
ネ

ル
ギ
ー
や
原
材
料
価
格
の
上
昇
な
ど
も
重
な
り
、

極
め
て
厳
し
い
環
境
の
中
に
あ
り
ま
す
。

　
地
域
経
済
の
支
え
手
で
も
あ
り
、
雇
用
確
保

に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
中
小
企
業
で
あ
る
こ

と
を
踏
ま
え
た
上
で
、
我
が
国
経
済
の
土
台
が

揺
る
が
な
い
よ
う
、
税
財
政
や
金
融
面
か
ら
実

効
性
あ
る
対
策
が
必
要
で
あ
る
と
、
強
く
望
み

ま
し
た
。

　
個
別
の
税
制
提
言
で
は
、
法
人
税
で
は
健
全

経
営
に
取
り
組
ん
で
い
る
企
業
が
持
て
る
能
力

を
十
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
な
税
制
の
確
立
を

求
め
、
さ
ら
に
は
中
小
企
業
に
切
実
な
課
題
で

あ
る
事
業
承
継
税
制
の
拡
充
を
求
め
る
と
と
も

に
、
本
格
的
な
事
業
承
継
税
制
の
創
設
を
提
言

し
て
い
ま
す
。

　
消
費
税
で
は
令
和
５
年
10
月
か
ら
導
入
さ
れ

る
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
へ
の
理
解
が
深
ま
っ
て
い

る
と
は
言
い
難
く
、
当
面
は
現
行
の
「
区
分
記

載
請
求
書
等
保
存
方
式
」
を
維
持
す
る
と
と
も

に
、
免
税
事
業
者
か
ら
の
仕
入
れ
税
額
相
当
額

の
８
割
を
控
除
で
き
る
経
過
措
置
を
当
分
の
間
、

維
持
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
責
任
あ
る
態
度
で
良
識
あ
る
姿
勢
で
実
現
を

求
め
て
い
る
法
人
会
の
税
制
提
言
活
動
に
対
し
、

企
業
納
税
者
の
皆
様
の
ご
理
解
ご
支
援
を
心
か

ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
細
部
に
亘
る
法
人
会
の
税
制
提
言
は
栗
原
法

人
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ぜ
ひ
ご
参
照
下
さ
い
。

法
人
会

令
和
５
年
度
税
制
改
正
へ
提
言
！

厳
し
い
経
営
環
境
を
踏
ま
え
、

中
小
企
業
の
活
性
化
に
資
す
る
税
制
を
！

上 田 　 徹

公益財団法人
全国法人会総連合
税制常任委員

一般社団法人
宮城県法人会連合会
副会長・税制委員長

公益社団法人
栗原法人会
会長
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栗原法人会のホームページでは、各種講習会・
研修会・オンデマンドセミナー・税に関する
情報等がご覧頂けます！
詳しくはWEBで！ 検索栗原法人会

https://kuri-ho.comURL

就
任
の
ご
挨
拶
令
和
４
年
７
月
10
日
付　

築
館
税
務
署
長  

工
藤
正
博

　
本
年
７
月
の
定
期
人
事
異
動
で
築
館
税
務
署
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
工
藤
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
前
任
部
署
は
札
幌
国
税
局
で
酒
類
業
調
整
官
と
し
て
、
酒
税
関
係
事
務
や
酒
類
行
政
事
務
に
携
わ
っ
て
お
り
ま
し

た
。
出
身
地
は
北
海
道
で
あ
り
、
仙
台
国
税
局
管
内
で
の
勤
務
は
初
め
て
と
な
り
ま
す
。

　
着
任
後
、
管
内
を
見
て
回
り
、
多
く
の
方
か
ら
お
話
を
伺
う
中
で
、
栗
原
市
は
、
栗
駒
山
、
伊
豆
沼
な
ど
の
自
然

の
豊
か
さ
、
仙
台
市
ま
で
車
で
約
１
時
間
と
い
う
利
便
性
な
ど
住
み
よ
い
環
境
、
そ
し
て
多
様
な
産
業
と
、
現
在
だ

け
で
な
く
、
将
来
に
向
か
っ
て
可
能
性
を
秘
め
た
街
だ
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
納
税
者
の
皆
様
か
ら
信
頼
さ
れ
る
税
務
行
政
を
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
上
田
会
長
様
を
は
じ
め
栗
原
法
人
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
税
務
行
政
全
般
に
わ
た
り
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
、厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
特
に
、「
租
税
教
室
」
へ
の
講
師
派
遣
や
「
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー

ル
」
の
募
集
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
ほ
か
、
栗
原
法
人
会
独
自
の
取
組
と
な
る
「
高
校
生
の
税

の
写
真
展
」
の
開
催
な
ど
、
日
本
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ
の
租
税
教
育
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
税
務
行
政
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
経
済
取
引
の
国
際
化
・
高
度
情
報
化
の
進
展
等
に
よ
り
大
き
く
変
化
し

て
お
り
、
税
務
署
で
は
納
税
者
の
利
便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
ｅｰ
Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
し
た
申
告
の
推
進
、
来
年
10
月

か
ら
開
始
さ
れ
る
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
へ
の
対
応
、
金
融
機
関
等
の
窓
口
に
出
向
く
こ
と
な
く
納
税
の
手
続
が
で
き
る

ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
等
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
の
利
用
拡
大
に
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
特
に
、
栗
原
法
人
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
に
つ
い
て
、
す
で
に
理
事
、
監
事
等
の
皆
様
全
員

が
届
出
を
済
ま
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
今
後
も
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
皆
様
方
の
事
業
活
動

を
通
じ
た
ご
支
援
は
欠
か
せ
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
な
り
ま
す
が
、
栗
原
法
人
会
の
益
々
の
ご
発
展
と
会
員
企
業
の
ご
繁
栄
、
さ
ら
に
は
役
員
・
従
業
員
の
皆

様
の
ご
健
勝
を
ご
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

税を考える週間
11月11日㈮～17日㈭

栗原法人会は会社経営
の効率化のために、簡
単・便利なe-Taxとキャッシュレス納付
「ダイレクト納付」の普及、拡大を推進し
ています。

テーマ「これからの社会に向かって」 国税庁https://www.nta.go.jp

公益社団法人 栗原法人会
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◦新型コロナウイルス感染拡大の防止のため、新しい生活様式を
実践しましょう。そのうえで、共に学びましょう。
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9/27
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第34回会員親睦ゴルフ大会
場　所：岩手県一関市「一関カントリークラブ」
参加者数：32名

青年部会定例会
場　所：栗原市築館「時代屋りらく」
テーマ：「第５回くりはら大運動会の開催と部会員増強」
参加者数：21名

税務研修会並びに地区懇談会
場　所：栗原市築館「仙台綜合会館」
演　題：「お酒の話」
講　師：築館税務署　署長　工藤正博 氏
演　題：「インボイス制度の対策あれこれ」
講　師：名取和彦税理士事務所　代表　名取和彦 氏
参加者数：50名（内一般７名）

市民公開講座①「陶芸教室」
場　所：栗原市栗駒「みちのく伝創館」
講　師：栗駒鶴城窯　佐々木定行 氏
参加者数：15名（内一般３名）

第６回高校生の「税」の写真展開催
場　所：栗原市築館「栗原市役所１階ロビー」
テーマ：「身近な税の使い道」
応募数：31作品

栗原法人会の活動レポート ❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖

令和４年８月から10月

今回はマグカップとお菓子皿２枚をつくりました。
焼き上がりが楽しみです。

優　勝：菅原勝直 氏（税理士法人くりはら中央会計 代表）※写真中央
準優勝：髙橋　隆 氏（株式会社高橋工務店 代表取締役）

大運動会の決起大会を兼ねて健康経営についての語り合いと今後の
部会員増強に向けて魅力ある事業の実施について意見交換をしました。

お　わ　び
　令和４年10月23日（日）に予定しておりました「くりはら大運動
会」は諸般の事情により中止させて頂く事になりました。参加申込者、
ご支援・ご協力を頂いておりました関係各位の皆様に急なご連絡とな
り、誠に申し訳ございません。

税務研修会終了後は懇談会を開催しました。

租税教育推進の一環として開催し、多くの方にご来場頂き、審査に
ご協力を頂きました。

審査発表を兼ねて11月１日～17日までイオンスーパーセンター栗
原志波姫店に作品を展示します。その後も11月末までくりこま高原
駅内（観光案内所・展示スペース）に展示します。

10/3~7
Mon　Fri

※大場敏部会長より挨拶で健
康経営への取組方について
提案がありました。

※写真左から上田徹会長・佐藤智市長・工藤正博税務署長
公益社団法人栗原法人会

仲間との
　繋がりを
　　深めよう！

Facebook QRコード

Facebook始めました★

“ いいね！”お待ちしています♪
審査会の様子


